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町の世帯・人口 平成23年11月30日現在

人　　口

世帯数

男 17，454人

17，397人

34，851人

13，223世帯

女

計

日　本　人

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

－琉球大学教育学部が子供向けイベントを開催－
　かつて本町の主要産業だった糖業を、図書館の本や実験から学ぶ企画、｢黒糖の不思議を発見しよう！｣が 11 月 10 日、
町立図書館で開催され、この日図書館を訪れた約 20 名の子どもが参加しました。イベントは琉球大学教育学部の講義
の一環として、教員や図書館司書を目指す学生らが企画したのもので、図書館の本や資料を子どもの学習に中の活用す
ることを目指して開催されました。
　実験コーナーでは、サトウキビから黒糖ができるまでを図で説明し、黒糖と
三温糖や和三盆糖などの砂糖を味比べしたり、ジュースの糖度を測定したりし
ました。そのほかに、さとうきび畑の地図記号をオリジナルで考える地図コー
ナー、黒糖に関する穴埋めクイズを図書館の本で調べて答えるコーナーなどが
企画され、子どもたちはそれぞれのコーナーで黒糖について学びました。
　イベントを主催した琉球大学教育学部の学生は｢サトウキビと製糖業の歴史を
持つ西原町を、歴史的に、感覚的に、学問的に知るため、3つのコースを用意した。
これを機会に図書館の活用方法が広がれば｣と期待を寄せました。

黒糖の不思議を図書館で学ぼう！

西原町・琉球新報社タイアッ
プ企画

移動編集局 催！催！｢西原ウィーク｣｢西原ウィーク｣

　11月 10日、「キングスバスケッ
ト教室」を開催。ジェフ･ニュー
トン選手、山城吉超選手、澤岻安
史選手、伊佐勉アシスタントコー
チの 4名が指導にあたりました。

　11 月 13 日、町立図
書館で開催され、多く
の親子連れが立体映像
を観賞しました。

　新聞記者が西原小 5
年生を対象に、新聞を
使って授業を実施。友達
同士で取材しあって、記
事の執筆に挑戦しまし
た。

　｢報道写真展｣が 11
月 7 日から 11 日の
間、町役場玄関ロビー
で開催しました。

協働のまちづくりを目指して　―地域づくりフォーラムを開催―
　｢地域づくりフォーラム｣が 11 月 8 日、町中央公民館で
開催され、上間明町長や、まちづくりに関わる団体･個人
らが参加し、西原町の魅力や今後のまちづくりをともに考
えました。｢まちづくりに関する報告｣と銘打った基調講演
で上間町長は、策定に向けて取り組んでいる｢西原町まち
づくり基本条例｣に触れ、｢町民･議会･行政が一緒になって
検討している。まちづくりの計画とうまく結び付けたい。｣
と方針を示しました。また、各種事業の推進に向け、｢『協
働のまちづくり』がキーワード。住民もアイデアを出し合
い、地域のことは地域で、行政のできることは行政でとい
う発想の転換が必要。｣と語りました。
　続いて行われたパネルディスカッションには、4 名のパ
ネリストが参加しました。

　盛島董純氏 ( ニシバル歴史の会会長 ) は西原町の地域資
源に触れ、｢歴史好きにとって、西原といえば内間御殿。内
間御殿の国指定をきっかけに、金丸が西原に目をつけたと
いう点に注目してほしい。｣と呼びかけ、小波津勇氏（西原
町商工会会長）は、｢まちづくりは住民と行政らが力を合わ
せて行う地域経営だ。住民が積極的にまちづくりに参加
し、活力あるまちにしていこうという意識が大切。｣と語
りました。
　新田繁睦氏 ( まちづくり町民会議メンバー･お父 Ring 沖
縄共同代表 ) は｢引っ越してきて 1 年余りだが、自分の子
どものふるさとになる西原が誇れる町になるよう、いろん
な活動に参加している。｣と、まちづくりに抱く思いを伝え、
喜屋武ひろみ氏 ( 西原南小読み聞かせサークルパステル代
表 ) は自身の活動を｢今は学校も時間を割いて活動の場を
提供してくれる。読み聞
かせを続けることが大事
で、まちづくりの大事な
根っこを作り、支えてい
ると思う。｣と振り返る
と、会場から拍手が沸き
起こりました。

　11 月 7 日から 13 日の日程で
、西原町と琉球新報社がタ

イアップして開催された移動編
集局｢西原ウィーク｣。地域

づくりフォーラムなどの企画を
通じて、魅力ある西原町を

町内外に発信しました。また、｢３
D ワールド｣上映会やバス

ケット教室などの関連企画に多
くの方が参加、イベントを

楽しみました。期間中、琉球新報の
紙面ではそれぞれの企画

の様子や西原町の特集記事などが
連日、掲載されました。

プロバスケット選手に学べ！
　―キングスバスケット教室―
プロバスケット選手に学べ！
　―キングスバスケット教室―

飛び出す映像に大興奮！
　　　　　　｢３Dワールド｣上

映会飛び出す映像に大興奮！
　　　　　　｢３Dワールド｣上

映会

写真が語る、まちの歴史

　―報道写真展―
写真が語る、まちの歴史

　―報道写真展―
現役の記者が学校の先生に
　｢おでかけりゅうPON！｣
現役の記者が学校の先生に
　｢おでかけりゅうPON！｣
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
皆
様
に
は
、希
望
に
満
ち
た
二
〇
一二

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、昨
年
は
町
政

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、町
民
の
長
年
の
願
い
で
あ
り
ま

し
た
内
間
御
殿
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
こ
と
は
、近
年
に
な
い
画
期
的
な
出
来

事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、認
可
保
育
園
の
増
設
等
各
種
子
育

て
支
援
事
業
、世
界
の
ニ
シ
ハ
ラ
ン
チ
ュ
の
集

い
、庁
舎
等
複
合
施
設
の
工
事
着
手
、西
地

区
区
画
整
理
事
業
の
推
進
等
、多
く
の
事
業

を
推
進
し
公
約
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
れ
も
偏
に
、町
民
の
皆
様
は
じ

め
、関
係
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
の
賜
で
あ

り
、心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、清
々
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

輝
か
し
い
二
〇
一二
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

議
会
を
代
表
し
て
町
民
の
皆
様
に
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、町
民
の
信
託
を
受
け
二

回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
間
、町
民
の

代
表
と
し
て
議
会
活
動
に
精
励
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
町
議
会
に

対
す
る
温
か
い
支
援
・ご
助
言
を
賜
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
は
町
民
の
代
表
機
関
で
あ
り
、町
の

政
策
や
予
算
の
重
要
事
項
の
議
決
機
関
と
し

て
ま
す
ま
す
役
割
と
責
任
が
増
し
て
お
り

ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
町
民
の
意
思
を
反
映
さ

せ
、町
民
と
一
体
と
な
っ
て
、町
民
福
祉
の
向

上
、西
原
町
発
展
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
年
は
、辰
年
で
あ
り
ま
す
。竜
が
天
に

舞
う
が
ご
と
く
、干
支
に
ち
な
み
飛
躍
・
向

　

今
年
は
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定

な
ど
、多
く
の
政
策
課
題
解
決
に
向
け
て
町

民
の
目
線
に
立
っ
た
町
民
本
位
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、住
み
よ
い
西
原
町
の
建
設
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、町
民
皆
様
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

辰
年
の
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、町
民

皆
様
が
こ
の一
年
健
康
で
、希
望
に
満
ち
た
飛

躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

二
〇
一二
年
一
月
一日

　
　
　

※

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、み
な
さ
ま
へ
の
年
賀

　

状
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

上
・
発
展
の
年
に
な
り
ま
す
と
と
も
に
、町

民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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光

信

西原町功労者表彰式典 及び 
町功労者表彰・叙勲受章祝賀会
西原町功労者表彰式典 及び 
町功労者表彰・叙勲受章祝賀会

平成23年度

お問い合わせ：総務部総務課　☎945-5011

　下記のとおり、「表彰式」及び「祝賀会」を開催します。関係者のご出席を賜り、受賞（章）
者のみなさまを祝福してくださいますようご案内申し上げます。
　【日　時】　平成 24年 1 月 27 日（金）　　表彰式典：18時～　表彰祝賀会：19時～
　【場　所】　西原町中央公民館　大ホール
　【お問い合わせ】総務部　総務課（TEL：945-5011）
　【会　費】　1,500 円

受賞者氏名 住　所

特別表彰 小波津　政文（こはつ　せいぶん） 西原町字小波津 212 番地

有功者表彰
澤岻 正孝（たくし せいこう） 西原町字幸地 21 番地

新川 喜則（あらかわ よしのり） 西原町字小那覇 168 番地

功労者表彰 糸数　善昭（いとかず　よしあき） 西原町字棚原 197 番地の 1

善行団体表彰
金秀グループ（会長 呉屋 守將） 那覇市旭町 112 番地の 1

新中糖産業株式会社（代表取締役社長 福里 重盛） 西原町字嘉手苅 117 番地の 2

春の叙勲（瑞宝小綬章） 安里　昌男（あさと　まさお） 西原町字与那城 317 番地の 1

春の叙勲（瑞宝双光章）

野里　耕正（のさと　こうせい） 西原町字徳佐田 165 番地の 4

亀山　朝孝（かめやま　あさたか） 西原町字徳佐田 172 番地の 4

金城　良勝（きんじょう　よしかつ） 西原町字小波津 803 番地の 63

春の叙勲（瑞宝単光章） 嘉彌真 國男（かやま くにお） 西原町字翁長 920 番地の 5

秋の叙勲（瑞宝双光章） 翁長　正昌（おなが　せいしょう） 西原町字幸地 138 番地

国土交通大臣表彰
（2011 年度道路愛護功労者表彰）

西原町坂田地域通り会

厚生労働大臣表彰
（ボランティア功労者表彰）

比嘉　キヨ（ひが　きよ） 西原町字棚原 288 番地

（琉球大学名誉教授・沖縄キリスト教短期大学客員教授）

１　学校教育部会

　西原中学校区実践発表（西原南幼稚園）　　　　　　　　　　　　　　　　　

　西原東中学校区実践発表（西原東小学校）

２　地域教育部会

　西原中学校ＰＴＡ

お問い合わせ：西原町教育委員会教育部教育総務課 ℡945-3655
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〈
１
月
〉

4
日
　

西
原
町
新
春
の
つ
ど
い
【
総
務
部
総
務
課
】

4
日
　

平
成
23
年
西
原
町
新
春
書
き
初
め
大
会
【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

6
日
　

平
成
23
年
出
初
式
【
東
部
消
防
組
合
】

9
日
　

平
成
23
年
西
原
町
成
人
式
【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

9
日
　

民
主
党
の
岡
田
克
也
幹
事
長
（
当
時
）
が
字
幸
地
に
あ
る
沖
縄
戦
の
壕
跡
を
視
察
す
る
た
め
来
町
。

20
日
　

子
宮
頸
が
ん
予
防･

ヒ
ブ･

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
公
費
助
成
を
開
始
。【
福
祉
部
福
祉
課･

健
康
推
進
課
】

22
日
　

｢

い
の
ち
を
支
え
る
講
演
会
」
を
開
催
。【
福
祉
部
福
祉
課
】

25
日
　

西
原
町
庁
舎
等
複
合
施
設
検
討
委
員
会
が
同
施
設
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
答
申
を
行
う
。【
総
務
部
庁
舎
等
複
合
施
設
建
設
室
】

28
日
　

平
成
22
年
度
町
功
労
者
表
彰
式
典
及
び
町
功
労
者
表
彰
・
叙
勲
受
章
祝
賀
会
【
総
務
部
総
務
課
】

29
〜
30
日
　

第
5
回
西
原
町
の
産
業
ま
つ
り
【
同
実
行
委
員
会
】

〈
２
月
〉

4
日
　

町
と
浦
添
警
察
署
が｢

情
報
提
供
に
関
す
る
覚
書｣

を
調
印
。【
総
務
部
総
務
課
】

5
日
　

西
原
町
教
育
の
日
。
全
体
会
で
内
間
御
殿
国
指
定
文
化
財
記
念
の
講
演
会
を
開
催
。【
教
育
部
】

7
日
　

官
報
で
告
示
さ
れ
、
内
間
御
殿
が
国
の
文
化
財
の
指
定
を
正
式
に
受
け
る
。

8
日
　

税
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
、
差
押
不
動
産
の
公
売
を
実
施
。【
総
務
部
税
務
課
】

9
日
　

山
梨
県
都
留
市
と
の
交
流
事
業
「
青
少
年
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
の
終
了
に
伴
い
、
垣
花
武
信
教
育
長
（
当
時
）
が
都
留
市
を
訪
問
。【
教
育    

　
　
　

部
生
涯
学
習
課
】

12
日
　

西
原
町
商
工
会
青
年
部
30
周
年
記
念
式
典
【
町
商
工
会
青
年
部
】

11
〜
13
日
　

平
成
22
年
度
が
ん
じ
ゅ
う
学
び
舎
【
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
】

21
日
　

町
役
場
で
「
平
成
22
年
度
西
原
町
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
」
を
実
施
。【
総
務
部
総
務
課
】

28
日
　

西
原
町
庁
舎
等
複
合
施
設
基
本
設
計
業
務
が
完
了
。【
総
務
部
庁
舎
等
複
合
施
設
建
設
室
】

〈
３
月
〉

4
日
　

西
原
町
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
第
6
期
生
修
了
式
及
び
第
7
期
生
辞
令
交
付
式
を
挙
行
。【
総
務
部
企
画
財
政
課
】

11
日
　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
。

12
〜
13
日
　

西
原
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
展
示
の
み
開
催
） 【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

15
日
　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、
西
原
町
に
お
け
る
募
金
活
動
を
開
始
。【
福
祉
部
福
祉
課
】

18
日
　

｢

男
女
共
同
参
画
っ
て
ぬ
ー
や
が
や
ー
？
本
音
で
ト
ー
ク｣

を
開
催
。【
総
務
部
企
画
財
政
課
】

21
日
　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
の
た
め
、
町
が
主
体
と
な
る
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
開
始
。

27
日
　

若
獅
子
旗
西
日
本
な
ぎ
な
た
大
会
で
、
米
城
映
里
花
さ
ん
（
当
時
西
原
小
6
年
）
と
瀬
長
桃
子
さ
ん
（
同
5
年
）
が
演
技
競
技
で
優
秀

　
　
　

賞
を
受
賞
。

30
日
　

西
原
町
史
電
子
書
籍
版
の
発
売
を
発
表
。【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

〈
４
月
〉

1
日
　

垣
花
武
信
前
教
育
長
が
退
任
し
、
後
任
に
波
平
常
則
氏
が
就
任
。
ま
た
、
松
岡
幸
子
氏
が
教
育
委
員
長
に
就
任
。【
教
育
部
】

1
日
　

西
原
町
山
羊
生
産
部
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
部
会
が
設
立
さ
れ
る
。

3
日
　

第
3
回
南
西
石
油
植
樹
祭
【
南
西
石
油
（
株
）】

27
日
　

「
西
原
町
婦
人
連
合
会
に
新
し
い
風
を
〜
あ
な
た
の
声
を
き
か
せ
て
〜
」
を
開
催
。【
町
婦
人
連
合
会
】

30
日
　

第
9
回
「
梅
の
香
り
」
う
た
遊
び
大
会
【「
梅
の
香
り
」
歌
碑
建
立
記
念
事
業
委
員
会･

小
那
覇
自
治
会
】

〈
５
月
〉

12
日
　

第
1
回
ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座
。
第
2
回
を
19
日
に
、
第
3
回
を
26
日
に
開
催
。【
総
務
部
企
画
財
政
課
】

16
〜
20
日
　

福
祉
部
収
納
特
別
対
策
を
実
施
。【
福
祉
部
】

17
日
　

西
原
町
立
図
書
館
の
館
長
に
新
川
美
千
代
氏
が
就
任
。【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

28
日
　

台
風
2
号
が
本
島
上
陸
。
町
内
各
地
で
停
電
や
断
水
が
発
生
。

〈
６
月
〉

11
日
　

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
内
で｢

美
ら
島
清
掃
活
動｣

を
実
施
。【
総
務
部
町
民
生
活
課
】

18
日
　

内
間
御
殿
国
指
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

19
日
　

｢

西
原
町
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業｣

が
ス
タ
ー
ト
。【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

21
日
　

町
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
に
町
の
予
算
を
加
え
た
1
3,
5
2
3,
9
4
2
円
を
、日
本
赤
十
字
社
沖
縄
県
支
部
に
寄
附
。【
福
祉
部
福
祉
課
】

21
日
　

消
防
広
域
化
住
民
説
明
会
【
東
部
消
防
本
部
】

23
日
　

第
21
回
西
原
町
平
和
事
業｢

西
原
町
平
和
音
楽
祭｣

【
総
務
部
企
画
財
政
課
】

〈
７
月
〉

1
日
　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
公
費
助
成
を
開
始
。【
福
祉
部
健
康
推
進
課
】

1
日
　

｢

西
原
町
暴
力
団
排
除
条
例｣

が
施
行
。【
総
務
部
総
務
課
】

4
日
　

那
覇
県
税
事
務
所
の
職
員
7
名
に
、
総
務
部
税
務
課
職
員
の
併
任
辞
令
を
交
付
。【
総
務
部
税
務
課
】

7
日
　

平
成
23
年
度
西
原
町
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
が
来
町
。【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

8
日
　

第
30
回
道
路･

河
川
愛
護
デ
ー
【
建
設
部
土
木
課
】

16
日
　

西
原
町
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
。

26
日
　

西
原
町
中
学
生
海
外
短
期
留
学
派
遣
事
業(

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
オ
ア
フ
島)

出
発
式
【
教
育
部
学
校
教
育
課
】

〈
８
月
〉

4
日
　

台
風
9
号
が
沖
縄
上
陸
。
約
45
時
間
暴
風
域
が
続
き
、
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

7
日
　

全
国
少
年
少
女
武
道
な
ぎ
な
た
練
成
大
会
（
東
京
都
）
の
演
技
競
技
小
学
5･

6
年
の
部
で
、
喜
久
山
彩
恵
さ
ん
（
西
原
小
6
年
）
と
瀬

　
　
　

長
桃
子
さ
ん
（
同
小
6
年
）
が
演
技
競
技
で
優
秀
賞
を
受
賞
。

10
日
　

「
西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
仮
）
を
考
え
る
町
民
会
議
」
の
第
1
回
会
議
を
開
催
。【
総
務
部
企
画
財
政
課
】

13
日
　

図
書
館
主
催
第
26
回
講
演
会｢

放
射
能
と
子
ど
も
た
ち｣

【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

18
〜
19
日
　

北
東
北
総
体
（
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
）
な
ぎ
な
た
競
技
、
個
人
試
合
で
本
町
在
住
の
玉
那
覇
梨
奈
さ
ん
（
知
念
高
3
年
）

　
　
　
　
　

が
、
個
人
演
技
で
玉
那
覇
さ
ん
と
小
谷
夏
季
さ
ん
（
同
）
が
3
位
に
入
賞
。
4
人
が
出
場
し
た
団
体
試
合
で
も
3
位
の
好
成
績
。

21
日
　

第
11
回
フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
【
東
部
消
防
本
部
】

24
日
　

全
国
中
学
生
な
ぎ
な
た
大
会
の
試
合
競
技
個
人
で
玉
城
由
望
さ
ん（
西
原
東
中
3
年
）が
準
優
勝
、演
技
競
技
で
大
城
舞
さ
ん（
同
中
3
年
）

　
　
　

と
安
次
嶺
友
恵
さ
ん
（
同
中
3
年
）
が
3
位
に
輝
く
。

27
日
　

内
間
御
殿
国
指
定
記
念
講
演
会｢

沖
縄
フ
ク
ギ
屋
敷
林
学｣

【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

29
日
　

西
原
町
中
学
生
海
外
短
期
留
学
派
遣
事
業
、
帰
国
報
告
会
【
教
育
部
学
校
教
育
課
】

〈
９
月
〉

3
〜
4
日
　

第
32
回
西
原
町
陸
上
競
技
大
会
【
町
体
育
協
会
】

4
日
　

西
原
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
で
、
無
投
票
に
よ
り
12
人
の
委
員
が
当
選
。【
町
選
挙
管
理
委
員
会
】

7
日
　

山
崎
大
地
さ
ん
講
演
会｢

宇
宙
主
夫
〜
妻
と
娘
と
夢
を
追
い
か
け
て
〜｣

【
総
務
部
企
画
財
政
課
】

9
日
　

西
原
保
育
所
の
閉
所･

新
規
認
可
園
の
設
立
に
つ
い
て
、
保
護
者
説
明
会
を
開
催
。【
福
祉
部
福
祉
課
】

11
日
　

小
波
津
地
区
で
伝
統
の｢

小
波
津
7
年
ま
ー
る
村
遊
び｣

が
開
催
。【
同
実
行
委
員
会
】

13
日
　

小
那
覇
交
差
点
に
製
糖
記
念
小
公
園
が
完
成
。
除
幕
式
を
開
催
。

14
日
　

西
原
町
畜
産
共
進
会
【
同
実
行
委
員
会
】

25
日
　

第
10
回
さ
わ
ふ
じ
青
年
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
【
町
青
年
協
議
会
】

30
日
　

下
水
道
へ
の
早
期
継
続
啓
発
普
及
活
動
の
一
環
で
、町
三
役
、部
課
長
及
び
町
管
工
事
協
同
組
合
が
戸
別
訪
問
を
実
施
。【
建
設
部
上
下
水
道
課
】

〈
10
月
〉

2
日
　

お
父
R
i
n
g
大
会
i
n
西
原
町
【
総
務
部
企
画
財
政
課
】

8
日
　

3
館
合
同
で
、｢

西
原
町
児
童
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

を
開
催
。【
福
祉
部
福
祉
課
】

14
日
　

第
5
回
世
界
の
ニ
シ
ハ
ラ
ン
チ
ュ
の
集
い
【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

22
〜
23
日
　

第
18
回
西
原
ま
つ
り
【
同
実
行
委
員
会
】

28
日
　

西
原
町
戦
没
者
追
悼
式
【
福
祉
部
福
祉
課
】

〈
11
月
〉

1
日
　

西
原
町
史
第
1
巻｢

通
史
編｣

が
発
刊
。【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

4
〜
6
日
　

西
原
町
文
化
協
会
合
同
展
示
会
【
町
文
化
協
会
】

7
日
　

西
原
町
男
女
共
同
参
画
町
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
【
総
務
部
企
画
財
政
課
】

7
〜
13
日
　

移
動
編
集
局｢

西
原
ウ
ィ
ー
ク｣

。
8
日
に
は｢

地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

を
開
催
。【
総
務
部
企
画
財
政
課
】

9
日
　

西
原
町
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、（
株
）
農
業
生
産
法
人
西
原
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
。【
建
設
部
産
業
課
】

14
日
　

う
つ
病
講
演
会｢

あ
な
た
の
大
切
な
人
の
心
は
大
丈
夫
で
す
か｣

【
福
祉
部
介
護
支
援
課
】

21
〜
12
月
2
日
　

特
定
健
診
受
診
勧
奨
特
別
対
策
を
実
施
【
福
祉
部
健
康
推
進
課
】

〈
12
月
〉

2
日
　

町
道
小
那
覇
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
開
通
式
【
建
設
部
土
木
課
】

5
日
　

平
成
23
年
度
西
原
町
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
修
了
式
【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

6
日
　

介
護
の
日
イ
ベ
ン
ト
【
福
祉
部
介
護
支
援
課
】

7
日
　

西
原
保
育
所
の
閉
所･

新
規
認
可
園
の
設
立
に
伴
い
、
町
内
認
可
保
育
園
設
置
者
が
決
定
。【
福
祉
部
福
祉
課
】

18
日
　

西
原
東
小
学
校
創
立
30
周
年
記
念
式
典･

祝
賀
会

ふ
り
か
え
る
西
原
の

二
〇
一
一
年

ふ
り
か
え
る
西
原
の

二
〇
一
一
年

ふ
り
か
え
る
西
原
の

二
〇
一
一
年

1/29 ～ 30　
第 5回西原町の産業まつり

5/16 ～ 20　
福祉部収納特別対策の一環として、
電話による催告を実施

6/18　
内間御殿国指定記念シンポジウムを開催9/4　農業委員会委員選挙に加え、各団体

からの推薦により 17名の委員が誕生

9/11　小波津の伝統行事｢小波津 7年まー
る村遊び｣

11/7　西原町男女共同参画町民ミーティング　12/2　町道小那覇マリンタウン線開通式

10/9　第 5回世界のニシハランチュの集い

10/28　平成 23年度
西原町戦没者追悼式

10/22 ～ 23　
第 18回西原まつり

6/19　西原町ブックスタート事業

8/10 ～　「西原町まちづくり基本条例（仮）
を考える町民会議」を開催

6/21　上間明町長らが日本
赤十字社沖縄県支部を訪れ、
義援金を寄附

11
/
1
　

西
原
町
史
の
集
大
成
、
第
1
巻｢

通
史
編｣
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時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
町
民
の
み
な

さ
ん
と
議
会
・
行
政
が
協
働
で
西
原
町
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町
で
は
「
西

原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
に
開
催
し
た
ま
ち
づ
く
り
町

民
講
座
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
、
町
民

22
名
、
議
員
６
名
、
職
員
６
名
、
琉
球
大

学
学
生
６
名
の
総
勢
40
名
が
参
加
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
考
え
る
町
民

会
議
」
で
内
容
が
検
討
さ
れ
、
こ
の
た
び

条
例
の
要
綱
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。（
次

ペ
ー
ジ
以
降
に
全
文
を
掲
載
）

　

　

町
民
会
議
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
「
役
場
情
報
・
各
課
情
報
」

↓
「
施
政
方
針
・
計
画
」
↓
「
西
原
町
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
）

今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
条
例

案
を
作
成
し
、
平
成
24
年
3
月
定
例
議
会

に
議
案
と
し
て
上
程
す
る
予
定
で
す
。

　
※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、
町
が
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
重
要
な
条
例
や
計
画
を
定
め
よ

う
と
す
る
と
き
に
、
そ
の
案
を
よ
り
よ
い
も
の

に
す
る
た
め
に
、
広
く
町
民
か
ら
意
見
を
公
募

す
る
制
度
で
す
。

「
西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

（
要
綱
案
）」
の
内
容
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

1
月
10
日
（
火
）
〜
1
月
27
日
（
金
）

【
閲
覧
場
所
】

総
務
部
企
画
財
政
課
窓
口
、
町
中
央
公
民

館
、
町
立
図
書
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
提
出
方
法
】

所
定
の
意
見
用
紙
（
閲
覧
場
所
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）
を
持
参
、
郵
送
、

F
A
X
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
任
意
の
様
式
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
が
、
住
所
と
氏
名
を
必
ず
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

【
意
見
の
お
取
扱
い
】

い
た
だ
い
た
ご
意
見
及
び
町
の
考
え
方
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
際
に
個
人
名
を
掲
載
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
】

西
原
町
役
場
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
9
0
3-

0
2
2
0　

西
原
町
字
嘉
手
苅

1
1
2

T
E
L
9
4
5-

4
5
3
3

F
A
X
9
4
6-

6
0
8
6

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

r
1
1
1
7
@
t
o
w
n
.
n
i
s
h
i
h
a
r
a
.
o
k
i
n
a
w
a
.
j
p

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
n
i
s
h
i
h
a
r
a
.

o
k
i
n
a
w
a
.
j
p
/

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
お
知
ら

せ
）

前文
目指すまちづくりを明らかにしていま
す。

１　総則
条例の目的、位置付け、用語の定義を
定めています。

２　まちづくりの基本方向 ４つの基本方向を示しています。

３　まちづくりの基本原則 ３つの基本原則を定めています。

４　町民の権利と役割
まちづくりにおける町民の権利と役割
を定めています。

５　事業者の権利と役割
まちづくりにおける事業者の権利と役
割を定めています。

６　コミュニティ活動の推進 各種団体に関することを定めています。

７　町議会の役割 議会と議員の役割を定めています。

８　執行機関の役割
町長と職員の役割、執行機関内の連携
について定めています。

９　町政運営
財政運営、情報公開、行政評価、審議
会等について定めています。

10　住民投票 住民投票について定めています。

11　交流及び連携
他の機関との連携や国際交流について
定めています。

12　条例の見直し
条例見直しの手続きについて定めてい
ます。

※条例は、平成 24 年 4 月 1 日の施行を目指しています。※条例は、平成 24 年 4 月 1 日の施行を目指しています。

西原町まちづくり基本条例（要綱案）の内容

町民会議の様子

西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
要
綱
案
）が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
要
綱
案
）が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

前
文

　　

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
西
原
町
は
、

沖
縄
本
島
東
部
海
岸
に
お
け
る
中
部

と
南
部
の
接
点
に
位
置
し
、
西
原
富

士
と
呼
ば
れ
る
運
玉
森
を
望
む
緑
豊

か
な
ま
ち
で
す
。

　

古
く
は
首
里
王
府
の
北
（
琉
球
語

で
北
の
こ
と
を
ニ
シ
と
い
う
）
の
直

轄
領
地
と
し
て
の
歴
史
が
あ
り
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
作
を
主
体
と
し
た
純
農
村

地
帯
か
ら
、
近
年
は
住
宅
団
地
の
形

成
、
工
業
や
商
業
施
設
の
立
地
等
に

よ
り
活
力
あ
る
ま
ち
へ
と
し
て
発
展

し
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
、
沖
縄
戦

で
は
住
民
の
約
半
数
が
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
恒
久
平
和
の
実

現
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
に
あ
っ
て
、
昭
和
57
年
度
以
来

「
文
教
の
ま
ち
西
原
」
を
ま
ち
の
将

来
像
に
掲
げ
、
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
て
お
り
、
今
後
も
、

常
に
新
時
代
の
潮
流
を
見
極
め
、
西

原
町
を
と
り
ま
く
国
内
外
の
社
会
情

勢
の
変
化
に
対
応
し
う
る
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
れ

ま
で
先
人
が
築
い
て
き
た
地
域
資
源

や
伝
統
文
化
を
受
け
継
ぎ
、
よ
り
暮

ら
し
よ
く
す
る
と
と
も
に
軍
事
基
地

の
な
い
平
和
で
豊
か
な
明
る
い
未
来

を
次
の
世
代
へ
つ
な
げ
る
た
め
、
と

も
に
力
を
合
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
わ
た

し
た
ち
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と

し
て
、
自
ら
の
役
割
を
自
覚
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
こ

に
、
こ
れ
ま
で
の
西
原
の
歴
史
を
尊

重
す
る
と
と
も
に
多
く
の
文
化
教
育

施
設
が
立
地
す
る
地
域
特
性
を
活
か

し
、
す
べ
て
の
町
民
が
生
涯
を
通
し

て
学
び
合
い
、
よ
り
豊
か
な
人
間
性

と
文
化
を
創
造
す
る
「
文
教
の
ま
ち

西
原
」
を
自
ら
の
手
で
推
進
し
、
明

日
の
西
原
町
を
切
り
拓
く
た
め
、
こ

の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。

１　

総
則

(1)
目
的

　

こ
の
条
例
は
、
西
原
町
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
事
項
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
町
民
、
事

業
者
、
町
議
会
、
執
行
機
関
の
役
割

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
共
に
手
を

携
え
て
平
和
で
豊
か
な
地
域
社
会
を

築
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。

(2)
条
例
の
位
置
づ
け

　

こ
の
条
例
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

〜町民のみなさんと議会・行政が協働で西原町のまちづくりを進めるためのルール〜

西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
要
綱
案
）

西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
要
綱
案
）

西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
要
綱
案
）

　

要
綱
案
は
、
条
例
の
内
容
を
こ
う
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
味
合
い
の

も
の
で
す
の
で
、
文
章
の
語
尾
は
す
べ
て
「
○
○
と
す
る
こ
と
。」
と
い
う
表

現
と
な
っ
て
い
ま
す
。
条
例
案
で
は
変
わ
り
ま
す
。
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本
を
定
め
る
最
高
規
範
で
あ
り
、
他

の
条
例
、
規
則
等
の
制
定
改
廃
及
び

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
計
画
の
策
定

又
は
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
条

例
の
趣
旨
を
最
大
限
尊
重
し
、
整
合

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

す
る
こ
と
。

(3)
用
語
の
定
義

こ
の
条
例
に
お
け
る
用
語
の
定
義

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

①　

町
民　

町
内
に
住
み
、
又
は
町

　

内
で
働
き
、
学
び
、
若
し
く
は
活

　

動
す
る
人
を
い
う
。

②　

事
業
者　

町
内
で
事
業
活
動
又

　

は
公
益
的
な
活
動
を
行
う
団
体
を

　

い
う
。

③　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

地
域
や
あ
る

　

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、よ
り
良
く
す

　

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
自
主
的
に

　

形
成
さ
れ
た
組
織
及
び
集
団
を
い

　

う
。

④　

町　

町
議
会
及
び
町
の
執
行
機

　

関
を
含
め
た
基
礎
自
治
体
と
し
て

　

の
西
原
町
を
い
う
。

⑤　

執
行
機
関　

町
長
、
教
育
委
員

　

会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委

　

員
、
農
業
委
員
会
及
び
固
定
資
産

　

評
価
審
査
委
員
会
を
い
う
。

２　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向

(1)
平
和
で
人
間
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

①　

町
民
及
び
町
は
、
平
和
な
世
界

　

の
創
造
を
め
ざ
し
、
平
和
活
動
を

　

推
進
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

町
民
及
び
町
は
、個
人
の
人
間

　

性
を
尊
重
し
、あ
ら
ゆ
る
町
民
が

　

生
涯
を
通
し
て
学
び
合
い
、文
化

　

を
継
承
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
創

　

造
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

　

づ
く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ

　

と
。

(2)
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り

①　

町
は
、
災
害
、
事
故
、
公
害
、

　

犯
罪
等
の
緊
急
時
に
備
え
、
町
民

　

の
身
体
、
生
命
及
び
財
産
の
安
全

　

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
総
合
的

　

か
つ
機
能
的
な
危
機
管
理
の
体
制

　

を
強
化
す
る
た
め
、
町
民
、
事
業

　

者
、
関
係
機
関
と
の
協
力
、
連
携

　

及
び
相
互
支
援
を
図
ら
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

町
民
は
、
緊
急
時
に
自
ら
の
安

　

全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
相
互

　

に
助
け
合
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が

　

で
き
る
よ
う
に
地
域
社
会
に
お
け

　

る
連
帯
意
識
を
深
め
る
よ
う
努
め

　

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

③　

町
民
、
事
業
者
及
び
町
は
、
自

　

然
環
境
へ
の
配
慮
を
も
と
に
、
環

　

境
に
や
さ
し
い
快
適
な
生
活
空
間

　

の
形
成
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ

　

と
。

(3)
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

①　

町
民
及
び
町
は
、健
康
増
進
及

　

び
福
祉
の
向
上
を
町
民
の
相
互
理

　

解
と
協
力
の
も
と
推
進
す
る
た

　

め
、
地
域
社
会
に
お
け
る
町
民
の 

　

連
帯
意
識
を
深
め
る
よ
う
努
め
る

　

も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

町
は
、
生
活
基
盤
整
備
に
あ

　

た
っ
て
は
、
町
民
に
心
理
的
及
び

　

物
理
的
障
壁
を
感
じ
さ
せ
な
い
ま

　

ち
づ
く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る

　

こ
と
。

(4)
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

町
民
、
事
業
者
及
び
町
は
、
地
域

の
資
源
を
適
切
か
つ
意
欲
的
に
活
か

す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
産
業
の
活
性

化
や
生
活
基
盤
整
備
等
に
よ
る
町
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
豊
か
で

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

３　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則

(1)
基
本
原
則

①　
「
情
報
共
有
の
原
則
」　

町
民
、

　

事
業
者
及
び
町
が
、
お
互
い
に
ま

　

ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
提
供

　

し
共
有
す
る
こ
と
を
い
う
。

②　
「
参
加
の
原
則
」　

町
民
参
加
の

　

機
会
を
保
障
す
る
こ
と
を
い
う
。

③　
「
協
働
の
原
則
」　

町
民
、
事
業

　

者
及
び
町
が
、
共
通
の
目
的
を
実

　

現
す
る
た
め
に
協
力
し
、
と
も
に

　

行
動
す
る
こ
と
を
い
う
。

４　

町
民
の
権
利
と
役
割

(1)
町
民
の
権
利

①　

町
民
は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

　

を
主
体
的
に
行
う
権
利
を
有
す
る

　

も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

町
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

　

る
情
報
を
知
る
権
利
を
有
す
る
も

　

の
と
す
る
こ
と
。

(2)
町
民
の
役
割

①　

町
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体

　

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
積
極
的

　

に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
よ
う

　

努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

町
民
は
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

　

る
に
あ
た
っ
て
は
、
公
共
性
の
視

　

点
を
持
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

５　

事
業
者
の
権
利
と
役
割

(1)
事
業
者
の
権
利

①　

事
業
者
は
、協
働
の
担
い
手
と

　

し
て
、ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権

　

利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

事
業
者
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

　

す
る
情
報
を
知
る
権
利
を
有
す
る

　

も
の
と
す
る
こ
と
。

(2)
事
業
者
の
役
割

　

事
業
者
は
、
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
、
社
会
的
責
任
を
認
識
し
、
地

域
社
会
と
の
調
和
を
図
り
、
町
民
が

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
。

６　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

(1)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

①　

町
民
及
び
事
業
者
は
、コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
が
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な

　

担
い
手
に
な
る
こ
と
を
認
識
し
、

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に
参
加

　

し
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
地
域

　

の
課
題
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け

　

て
自
ら
行
動
す
る
よ
う
努
め
る
も

　

の
と
す
る
こ
と
。

②　

町
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
主

　

性
及
び
自
立
性
を
尊
重
し
、
必
要

　

に
応
じ
て
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

　

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

７　

町
議
会
の
役
割

(1)
町
議
会
の
役
割

①　

町
議
会
は
、
住
民
の
代
表
者
に

　

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
町
の
意
思

　

決
定
機
関
と
し
て
、
町
全
体
の
福

　

祉
向
上
と
地
域
社
会
の
発
展
の
視

　

点
に
立
っ
て
、
町
の
政
策
の
意
思

　

決
定
及
び
行
政
運
営
の
監
視
等
を

　

行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

町
議
会
は
、
前
項
の
役
割
を
果

　

た
す
た
め
に
、
政
策
の
提
言
及
び

　

条
例
の
立
案
活
動
に
取
り
組
む
よ

　

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

　

と
す
る
こ
と
。

③　

町
議
会
は
、
町
民
に
対
し
て
開

　

か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う
努
め

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

　

こ
と
。

④　

町
議
会
は
、
広
く
町
民
か
ら
意

　

見
を
求
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

⑤　

町
議
会
は
、
討
議
を
基
本
と
し
、

　

町
民
に
対
し
、
町
議
会
で
の
意
思

　

決
定
の
内
容
及
び
経
過
を
わ
か
り

　

や
す
く
説
明
す
る
よ
う
努
め
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(2)
町
議
会
議
員
の
役
割

①　

町
議
会
議
員
は
、
住
民
の
代
表

　

者
と
し
て
、
住
民
の
信
託
に
応
え
、

　

公
正
か
つ
誠
実
に
職
務
を
遂
行
し

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

　

こ
と
。

②　

町
議
会
議
員
は
、
前
項
の
役
割

　

を
果
た
す
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り

　

に
関
す
る
町
民
意
思
の
把
握
、
政

　

策
の
研
究
等
の
活
動
そ
の
他
自
己

　

研
さ
ん
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

８　

執
行
機
関
の
役
割

(1)
町
長
の
役
割

①　

町
長
は
、住
民
の
信
託
を
受
け
た

　

町
政
の
代
表
者
と
し
て
、公
正
か
つ

　

誠
実
に
町
政
の
執
行
に
あ
た
ら
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

町
長
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

　

発
揮
し
て
町
政
の
課
題
に
対
応
す

　

る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
展

　

望
に
つ
い
て
、町
民
に
説
明
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

③　

町
長
は
、
町
職
員
を
指
揮
監
督

　

し
、
そ
の
人
材
育
成
に
努
め
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(2)
執
行
機
関
の
連
携
及
び
協
力

　

執
行
機
関
は
、
所
掌
事
務
に
つ
い

て
、
自
ら
の
判
断
及
び
責
任
に
お
い

て
こ
れ
を
公
正
か
つ
誠
実
に
処
理
す

る
と
と
も
に
、
町
長
の
総
合
的
な
調

整
の
下
、
執
行
機
関
相
互
の
連
携
及

び
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
一
体
と
し

て
行
政
機
能
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(3)
町
職
員
の
役
割

①　

町
職
員
は
、
町
民
全
体
の
奉
仕

　

者
と
し
て
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り

　

を
推
進
す
る
た
め
の
専
門
ス
タ
ッ

　

フ
と
し
て
、
誠
実
さ
と
創
意
を

　

も
っ
て
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

町
職
員
は
、
職
務
の
遂
行
に
必

　

要
な
知
識
や
技
術
を
向
上
さ
せ
る

　

た
め
、
自
己
研
さ
ん
に
努
め
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

９　

町
政
運
営

(1)
健
全
な
町
政
運
営

①　

執
行
機
関
は
、
財
源
を
効
率
的

　

か
つ
効
果
的
に
活
用
し
、
長
期
的

　

な
展
望
の
も
と
に
財
政
の
健
全
性

　

を
確
保
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

　

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

執
行
機
関
は
、
町
の
財
政
状
況

　

に
関
す
る
資
料
を
作
成
し
、
こ
れ

　

を
町
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(2)
情
報
の
公
開
及
び
共
有

　

町
は
、
町
民
の
知
る
権
利
を
保
障

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
視
点
に
立

ち
、
そ
の
保
有
す
る
情
報
の
積
極
的

な
公
開
及
び
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(3)
個
人
情
報
の
保
護

　

町
は
、
そ
の
保
有
す
る
個
人
情
報

に
つ
い
て
、
厳
正
な
保
護
を
行
う

と
と
も
に
、
自
己
に
関
わ
る
情
報
の

開
示
等
を
求
め
る
権
利
を
明
ら
か
に

し
、
個
人
の
権
利
利
益
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(4)
説
明
責
任

　

執
行
機
関
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
計
画
の
立
案
、
実
施
、
評
価
及

び
見
直
し
の
各
段
階
に
お
い
て
、
町

民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。

(5)
行
政
組
織

　

執
行
機
関
の
組
織
は
、
町
民
に
分

か
り
や
す
く
、
効
率
的
か
つ
機
能
的

で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。

(6)
行
政
評
価

　

執
行
機
関
は
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
町
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、

行
政
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

政
策
の
決
定
及
び
予
算
編
成
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
民
に
分
か
り

や
す
く
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
。

(7)
審
議
会
等

①　

執
行
機
関
は
、
設
置
す
る
審
議

　

会
、
審
査
会
等
の
委
員
に
は
、
公

　

募
の
委
員
を
加
え
る
よ
う
努
め
る

　

と
と
も
に
、
選
任
に
当
た
っ
て
は
、

　

男
女
の
均
衡
に
配
慮
す
る
も
の
と

　

す
る
こ
と
。

②　

前
項
の
公
募
に
よ
る
委
員
の
選

　

任
に
当
た
っ
て
は
、
公
平
か
つ
公

　

正
に
選
任
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

　

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

③　

審
議
会
等
の
会
議
は
、
個
人
情

　

報
の
保
護
、
公
正
か
つ
円
滑
な
審

　

議
に
支
障
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

　

公
開
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

　

る
こ
と
。

(8)
行
政
手
続

　

執
行
機
関
は
、
町
民
の
権
利
利
益

を
保
護
す
る
た
め
、
町
へ
の
申
請
に

対
す
る
処
分
、
行
政
指
導
及
び
届
出

に
関
す
る
手
続
き
を
明
ら
か
に
し
、

透
明
で
公
正
な
行
政
手
続
の
確
保
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。

(9)
意
見
公
募
手
続

①　

執
行
機
関
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

　

関
す
る
重
要
な
計
画
に
お
け
る
意

　

思
決
定
過
程
へ
の
町
民
の
参
加
を

　

確
保
す
る
た
め
、
意
思
決
定
前
に

　

町
民
の
意
見
を
求
め
る
手
続
き（
パ

　

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
す

　

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

執
行
機
関
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

　

メ
ン
ト
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
町
民

　

の
意
見
を
十
分
に
考
慮
し
て
、
意

　

思
決
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(10)
町
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
・
苦
情
等

　

へ
の
対
応

①　

執
行
機
関
は
、
町
政
に
関
す
る

　

町
民
の
意
見
、
要
望
、
苦
情
等
が

　

あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
事
実

　

関
係
を
調
査
し
、
応
答
し
な
け
れ

　

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

執
行
機
関
は
、
町
民
か
ら
苦
情

　

と
し
て
寄
せ
ら
れ
た
事
案
に
つ
い

　

て
、
そ
の
原
因
を
追
究
し
、
再
発

　

防
止
、
未
然
防
止
等
の
適
正
な
対

　

応
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

　

の
と
す
る
こ
と
。

③　

執
行
機
関
は
、
応
答
を
迅
速
か

　

つ
適
切
に
行
う
た
め
、
対
応
記
録

　

を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

10　

住
民
投
票

(1)
住
民
投
票

①　

町
長
は
、
町
政
に
係
る
重
要
事

　

項
に
つ
い
て
住
民
の
意
思
を
確
認

　

す
る
た
め
、
そ
の
案
件
ご
と
に
定

　

め
ら
れ
る
条
例
に
よ
り
住
民
投
票

　

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

　

と
す
る
こ
と
。

②　

町
民
、
町
議
会
及
び
町
長
は
、

　

住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

11　

交
流
及
び
連
携

(1)
他
の
機
関
と
の
連
携

　

町
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

広
域
的
な
課
題
の
解
決
及
び
行
政
運

営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
他
の
自

治
体
、
国
及
び
他
の
機
関
と
の
連
携

に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(2)
国
際
交
流
及
び
連
携

　

町
は
、
国
際
感
覚
を
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
入
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
認

識
し
、
国
際
交
流
及
び
連
携
に
努
め

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

12　

条
例
の
見
直
し

(1)
条
例
の
見
直
し

①　

町
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
４

　

年
を
越
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
こ

　

の
条
例
が
社
会
情
勢
な
ど
の
変
化

　

に
適
合
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
検

　

討
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

②　

町
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
検

　

討
の
結
果
を
踏
ま
え
、
こ
の
条
例

　

を
改
正
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

　

町
民
参
加
の
手
法
を
用
い
ら
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。地域の美化活動
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町・県民税（4期分）
は1月31日（火）が
納期限です

　納め忘れのないよう、期限内納付をよろしくお願いします。
　●町・県民税は、前年の所得に対して課される税です。
　●口座振替を利用すると納期を気にすることなく便利です。
　●延滞金の加算は、法定納期限内に納めた納税者との公平性を保つた
　　めのペナルティーです。
　●滞納が続きますと、預金差押等滞納処分を行う場合があります。
　今年の４月から、納付期限を１日でも過ぎた納付書は金融機関で受け
取りません。
　納め忘れのない口座振替に切り替えましょう。申請書は、町内各金融機
関もしくは総務部税務課窓口にありますので、必要事項を記入の上、口座
開設先支店にご提出ください。    
       

6 月 3 0 日
5 月 2 日
5 月 3 1 日

8 月 3 1 日
8 月 1 日

1 0 月 3 1 日
1 2 月 2 7 日

平成24年1月31日
平成24年2月29日

平成２３年度各税目の納期限

　　　　　　　　　　　　　　　　※※※重複納付にご注意ください※※※
当初納付書と督促状等で同一期の税金を、重複払いするケースが発生しています。納付期限を過ぎて支払う際は注意しましょう。また、領収書等
はまとめて控えていてください。           

【ニシバル歴史の会】｢ 棚原邑
む ら み ぐ

廻い ｣に参加しませんか？

　「ニシバル歴史の会」が開催する地域散策第 1 弾。今回は昔の生活跡が残る字棚原を回ります。ガイドの案
内 ･ 説明を聞きながら、地元を知る絶好の機会です。ぜひご参加ください。
　【日　　時】平成 24 年 1 月 21 日 ( 土 )8:30 集合
　【集合場所】安室卵直売所（字棚原）
　【参 加 費】300 円（保険料等）
　【対　　象】町内外、老若男女問わずどなたでも可。
　【受　　付】要事前申込み。( 保険加入と人数把握のため )
　【主　　催】ニシバル歴史の会・西原町教育委員会

申込み ･ お問い合わせ　教育委員会教育部生涯学習課　☎ 945-5036

　　

　主にナス科野菜 ( トウガラシ ･ナス ･ピーマン ･トマト )
の果実を食害する害虫 ｢ナスミバエ｣ が、平成 22 年に沖縄
本島で確認されました。ナス科野菜を栽培している農家は、
十分に防除対策を行ってください。また、被害果実を発見し
た場合はご連絡ください。

【防除方法】
　○施設栽培 ( ビニルハウス等 )
　・防虫ネット（1.6mm以下）やカーテン等を設置し、
　　外部からの混入を防止する。また、施設周辺の除草をする。
　・果実の残さを廃棄する場合は、1ヶ月ほど密閉してから廃棄する。
　○露地栽培
　・防虫ネット（1.6mm以下）で覆うか、袋掛けする。
　・圃場や周辺の除草をする。
　○出荷時
　・出荷前に収穫した果実の選定を十分にして、搬送時にネット等で覆う。

お問い合わせ：建設部産業課　☎ 945-4540

｢ ナスミバエ ｣の防除にご協力を！
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さわふじ懇話会が男女共同
参画推進条例要綱案を答申

　西原町さわふじ懇話会は、3 月に諮問を受けた「西原
町男女共同参画推進条例要綱案」について、11 月 21
日に上間明町長へ答申を行いました。答申するにあたっ
て大城貴代子会長は、「この答申は私たちだけでなく、
さわふじプラン地域推進委員との合同会議や町民ミー
ティング（11 月 7 日）などで広く町民と意見を交わし
て作った。条例制定後は、町民への周知徹底と、男女共
同参画事業への予算措置をしっかりお願いしたい。」と
意見を述べました。上間明町長は、「答申をしっかり受
け止め、条例制定に向けて取り組んでいく。さらに男女
共同参画都市宣言まで検討していきたい。」と今後の抱
負を語りました。当該条例は、平成 24 年 4 月の施行を
目指し、3 月議会に上程される予定です。

オキコパンが町内の幼稚園・
保育園に絵本とパンを寄贈

　( 株 ) オキコ ( 仲田龍男代表取締役社長 ) は、地域の
子どもたちへの貢献活動の一環として、町内 23 園の幼
稚園・保育園に絵本とパンを贈りました。このたび贈
られたのは、｢くまのがっこう｣ シリーズの絵本と児童
1879 名分のパン。町を訪れた小橋川共政常務取締役は
｢心温まるストー
リーに触れ、西原
の子どもたちの情
操教育につながっ
てほしい｣ と趣旨
を説明しました。

小中学生がビーチバレーで
熱戦を展開

　｢第４回西原町小・中学生ビーチバレー大会｣ が 11 月 13 日、
西原マリンパークきらきらビーチで開催されました。秋晴れの
空のもと、選手の気迫や応援団の掛け声で、ビーチは熱気と歓
声に包まれました。なお、各部門の優勝チームは次のとおりです。
　【小学４年生以下】西
原東小男子【小学 5 年生
以上】西原クラブ男子 A

【中学生男子の部】TEAM
たぬき ( 西原東中 )【中
学生女子の部】アカーン
ファイブ（西原東中）

町文化協会が展示会を開催、
力作160点を展示

　｢継承 ･ 創造 ･ 躍進｣ をテーマに町文化協会 ( 新川善一郎会長 )
が主催する、第 11 回西原町合同展示会が 11 月 4 日から 6 日の
3 日間、町中央公民館で開催されました。展示会には写真 ･ 書道 ･ 美術工芸などの作品約 160 点が展示され、会場を訪れた人
は芸術の秋を堪能しました。また、茶道部会による呈茶席が設けられ、伝統の味に触れました。
　4 日に行われたオープニングセレモニーでは、新川会長が ｢会員が展示会に向けて、力作を用意した。たくさんの方に成果
をご覧いただきたい。｣ とあいさつしました。

あなたの大切な人のこころは大丈夫ですか
－うつ病講演会を開催－

　うつ病についての正しい理解を図るため「あなたの大
切な人のこころは大丈夫ですか～うつ病を知ろう～」と
題した講演会が 11 月 14 日、町中央公民館で開催され
ました。講演会には沖縄県立南部医療センター ･ こども
医療センター精神科医の井上幸代さん（写真）を講師に
招き、参加者はうつ病の原因や症状などを学びました。
　井上さんは、うつ病は 15 人に 1 人がかかる病
で、その原因も身近にあると説明。「特に、う
つ病とアルコール依存症の並存は危険。」と強
調しました。また、うつ病患者に対しては ｢治
療は焦らない、あきらめない。｣ 患者を見守る
家族には ｢患者の負担を減らし、療養できる環
境を作ることが大事。｣ とアドバイスしました。
会場からは「子どものうつ病に関してはどんな
状況か」「うつ病の前兆として特に気をつける
ことは」などの質問が寄せられ、関心の高さを
伺わせました。

サル社会から学ぶ子育てとは
－西原町学対協地域教育部会主催、特別講演会－

　家庭教育及び地域教育力の向上に資することを目的に、西原町地域ぐ
るみ学力対策協議会（町学対協）地域教育部会が主催の「サル社会から
見る人間社会～サルの子育てに学ぶ～」と題した講演会が 11 月 15 日、
町中央公民館で開催されました。
　講演会では、サル山で有名な高崎山動物園の案内役を 30 年以上務めた
松井猛さん（写真）が講師を務め、サルの生態観察を長年続けた体験を
講演しました。母ザルは、産まれたばかりの子どもは愛情深く育てるが、

野生環境に適応させるために、歩行訓練や乳離れの時期には徹底的に厳しく子育てをすると説明。「厳しく子ザルを見放す母
ザルを見て、『子どもが泣いても、駄々をこねても甘やかさず母親が我慢することが大切』と教わった。」とサル社会からの学
びを語りました。そして、｢高崎山は集団生活の大切さや命の尊さ、親子の絆の大切さなどが学べる自然教育の場。｣ と語り
ました。

沖縄の農業と6次産業化を考えよう
―琉球大学農学部が講演会を開催－

　「地場産業が支える食 ･ 農 ･ 環境」と題した第 3 回琉球大学農学部地域貢
献シンポジウム ( 共催 ･ 西原町 ) が 11 月 18 日、町中央公民館で開催されま
した。基調講演では仲地宗俊氏（琉球大学農学部教授）が ｢沖縄県における
地場産業と農林水産業の連携｣ をテーマに講演。｢沖縄では 1 次、2 次、3 次
産業が相互に関連し、相乗効果を生み出す 6 次産業化が展開されている。今
後は生産者側の農林水産業を基盤に構築することが重要。｣ と沖縄農業の展
開を説明しました。
　また一般講演では、沖縄伝統の製法で塩を生産し、シママース復活を目指
す友寄恵氏 ( ㈱青い海 ) や、今帰仁村で有機農業や農業体験に取り組む加力
謙一氏 ( 農業生産法人㈱あいあいファーム ) らが農産物の生産、加工、販売などの先進事例を紹介。琉球紅茶の栽培とブランド化
に取り組む内田智子氏 ( ㈱沖縄ティーファクトリー代表 ) は ｢沖縄の土壌は紅茶栽培に適している。生産だけでなく商品化できる
ことは強み。｣ と沖縄の特性を生かすことの重要性を説明しました。そのほか、シンポジウムの最後に総合討論会が行われ、講演者
らが農業の振興について意見を交わしました。

11 月 7 日に開催された町民ミーティング
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　( 財) 全国老人クラブ連合会の平成23 年度全老連活
動賞に、西原町老人クラブ連合会( 屋良朝光会長) が選ば
れ、10 月21 日に表彰を受けました。町老人クラブ連合
会は、介護予防事業、スポーツ大会や文化活動等を通して、
健やかで健康な暮らしづくりを目指しており、その実績が

評価されました。
　同賞は今年度新
しく創設され、町老
人クラブ連合会は
健康づくり活動の
部門で、最初の受賞
団体になります。

町老人クラブ連合会の
健康づくり活動に表彰

　第４回ブックフェスタ「喜楽星のたまて箱」が11 月3
日、町立図書館で開催され、図書館を訪れた子どもたちが
フリーマーケットや読み聞かせなどを楽しみました。
　2 回に分けて開催された読み聞かせのイベントでは、
わらべうた・琴のミニコンサート・物語の読み聞かせや
紙芝居が披露されました。アメリカの絵本の読み聞かせ
では、日本語で読んだ
あとに原作を英語で
読み上げ、参加した子
どもたちは外国の雰
囲気を体感していま
した。

　税金について学ぶ「平成23 年度租税教室」の授業が11
月15 日、西原南小6 年生を対象に実施されました。授業で
は町役場総務部税務課の職員が講師となり、DVD やスライ
ドを使って税金の大切さやどう使われているかを説明。「学
校の授業が無料なのは税金が使われているから」など、子ど
もたちに身近な事例を用いて授業しました。本物の1 億円

と同じ重さと大きさ
のレプリカを披露す
ると、生徒たちは大賑
わい。「重い！」「欲し
い！」という声が上が
りました。

本と遊ぼう！
第４回ブックフェスタを開催

｢税金を学ぼう！｣
西原南小で租税授業を実施

付けていますか？
住宅用火災警報器

　東部消防組合は秋の火災予防運動の一環として、住宅
用火災警報器の設置状況調査と、未設置世帯への設置促
進を図る戸別訪問を、11 月12 日に実施しました。住宅
用火災警報器は6 月に義務付けられたものの、設置率が6
割に満たず、さらなる啓発活動が求められています。
　訪問に先立って行われた出発式で、東部消防組合の當
山健消防長が ｢火災警報器の義務化で火災による被害者
が半減したという報告もある。設置率100％を目指して
がんばろう。｣と激励しました。訪問は消防職員、団員、女

性防火クラブのメンバー
が調査員となり、各世帯
を回って設置を呼びかけ
ました。

西原町の小学生が
各競技で活躍！

　7 月に開催された第31 回新報児童オリンピックのバ
レーボール競技男子で、西原クラブが準優勝、西原東ク
ラブが3 位に入賞。両チームはドリームカップ2011 第
5 回ジュニアオールスターバレーボールフェスタ( 佐賀
県) に出場しました。坂田小ソフトテニス部は、沖縄県ソ
フトテニス協会の推薦を受け、第16 回九州小学生ソフ
トテニス選手権大会( 大分県) に出場しました。また、西

原町人材育成会( 上
間明会長) では、各
団体に派遣費用の
一部助成を決定し、
助成金を交付しま
した。

｢税を考える週間｣に関する書道
･標語･作文の表彰式を開催

　｢税の役割と税務署の仕事｣をテーマに展開された平成
23 年度 ｢税を考える週間｣( 町租税教育推進協議会ほか
主催) で募集された書道･ 標語･ 作文の表彰式が11 月18
日、町立図書館で開催されました。
　小学生の書道部門で大城優梨音さん( 坂田小6 年) と
神谷翔太くん( 西原小6 年) が西原町長賞を受賞したほ
か、中学生の標語部門
で 宮 良 智 恵 さ ん( 西
原中3 年) が最優秀賞
に輝くなど、受賞した
生徒のみなさんが表
彰を受けました。

お問い合わせ ： 総務部総務課　☎９４５－５０１１（担当：山城）

（売却）

街区36

街区24

街区29
街区7

街区4

町役場所有の住宅用地を売ります!町役場所有の住宅用地を売ります!町役場所有の住宅用地を売ります!町役場所有の住宅用地を売ります!

本のフリーマーケット
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与那原・西原・中城
ファミリーサポートセンター

3町
村広域

3町
村広域

「子育てサポーター養成講座」を開催しました！「子育てサポーター養成講座」を開催しました！「子育てサポーター養成講座」を開催しました！
　　　　　　平成 23 年 9 月 14 日、21 日、28 日、29 日の 4 日間、町中央公民館で開催された｢子育てサポーター
　　　　　養成講座」で、21名のサポーターが誕生しました。
　講座では保育士、小児科医師、看護師や臨床発達心理士など、現場で活躍する専門家を講師に招き、子供に関わるう
えで大切な知識を学びました。
　受講者からはたくさんの質問があがり、関心の高さが
うかがえる研修会となりました。
　3町村広域のファミリーサポートセンターは 10月に
準備室がスタートし、サポーター 1期生も徐々に活動し
ています。平成 24年4月の開所に向けてひとりでも多
くのサポーターが活躍できるために準備を進め、「地域
で見守る子育て」の実現を目指していきます。 真剣な表情の受講者 講師によるロールプレイ

1 月保健事業日程
月日 曜日 事　　業　　名 対　　　象　　　者 実　施　場　所 使　用　室 受付時間

1/5 木 3 歳児健診 H20.8.16 生まれ〜 H20.9.18 生まれ 中央公民館 ホール・控室・和室 13:30 ～ 14:15

1/8 日 あがりティーダウォーキング 関心のある方 あがりティーダ公園   8:00 ～

1/12 木 1 歳半健診 H22.5.12 生まれ〜 H22.6.5 生まれ 中央公民館 ホール・控室・幼児室 13:30 ～ 14:15

1/23 月 BCG 3 ヶ月〜 6 ヶ月未満 沖縄県総合保健協会 15:30 ～ 16:00

1/29 日 乳児健診（午前） H23.2.22 生まれ〜 H23.4.21 生まれ 社会福祉センター 全館   9:00 ～ 10:30

1/29 日 乳児健診（午後） H23.8.27 生まれ〜 H23.10.26 生まれ 社会福祉センター 全館 13:00 ～ 14:30

2/1 水 ベビースクールⅠ H23.8.2 生まれ〜 H23.10.2 生まれ 中央公民館 調理・和室 13:30 ～

2/8 水 ベビースクールⅡ H23.8.2 生まれ〜 H23.10.2 生まれ 社会福祉センター 大広間 13:30 ～

2/9 木 3 歳児健診 H20.9.19 生まれ〜 H20.10.17 生まれ 中央公民館 ホール・控室・和室・幼児室 13:30 ～ 14:15

平成24年度の保育所入所申込みをされたみなさまへ平成24年度の保育所入所申込みをされたみなさまへ平成24年度の保育所入所申込みをされたみなさまへ平成24年度の保育所入所申込みをされたみなさまへ

お問い合わせ ： 福祉部福祉課保育所係　☎945-5311
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保健師
だより 生きていくうえで欠かせないもの

～あなたはインスリンを知っていますか？～
　12 月号の保健師だよりでは、HbA1c（ヘモグロビン・エーワンシー）のお話をしました。HbA1c は血糖コントロール
状態の最も重要な指標でしたね。さて、今回は HbA1c にとても関連のあるインスリンのお話です。

私たちはインスリンがないと生きていけない
　インスリンは、すい臓から分泌される血糖値を下げる唯一のホルモンです。インスリンによって、全身の細胞に糖が取
り込まれることで血糖値が下がり、細胞は糖をエネルギー源として使うことで、私たちの体は活動できるのです。
　このメカニズムは、以下のとおりです。
　① 細胞は、血液中の糖（エネルギー）を取り込まないと生きていけません。
　② 実は、細胞が糖を取り込む時には、“インスリ
　　ン”というホルモンの助けが必要です。
　③ もしインスリンがなくなってしまったら、細胞
　　は糖を取り込むことができません。
　④ 細胞に取り込まれなかった糖は、血管の壁や
　　コレステロールなどにくっつき、傷害してし
      まいます（糖毒性）。これが進むと、動脈硬化 
      が進行したり、特に眼や脳、腎臓などの細胞が 
      壊されていきます。
　⑤ インスリンがなくなり、重症化すると、昏睡 
      や死亡に至ることもあります。

　インスリンは、生まれた時から、使える量が人そ
れぞれで決まっていて、早くから使いすぎると、な
くなってしまうこともあります。
　インスリンを使いすぎていないかどうかは、
HbA1c でわかります。HbA1c は採血しないとわか
らないものです。年に 1 回は健診を受け、HbA1c
の値を確認しましょう！次回は、インスリンを大切
に使う方法の紹介です。

【1年以上、滞納をしていると…】
　　介護保険サービスを利用する際に、費用の全額を自己負担してもらい、後日、役場に申請
することにより9割分を払い戻しすることになります。
【1年6ヶ月以上、滞納をしていると…】
　　保険給付分（9割分）の支払いが、差し止められます。また、差し止められた保険給付分か
　ら滞納している保険料額が控除されます。
【2年以上、滞納をしていると…】
　  滞納期間に応じた一定期間、自己負担が「1割」から「3割」に引き上げられます。また、高
　額介護サービス費などの支給が受けられなくなります。

【普通徴収（納付書でお支払い）の方へのお知らせです】
1月は介護保険料（7期分）の納期です。
納期限は『1月31日（火）』となっています。

※各金融機関や福祉部介護支援課窓口で申込み用紙を用意しています。
　下記のものをご持参の上お申込みください。

～西原町内で事業を行っている法人・個人事業主のみなさまへ～
償却資産申告のお知らせ

　『償却資産』とは、土地及び家屋以外の事業の用に供することのできる資産です。
　西原町内で事業を営み、償却資産を所有している法人又は個人事業主が対象となりますので、平成 24 年 1
月 1 日現在で所有している資産状況を申告してください。（町内に事業用として貸付している資産をお持ちの
法人、個人も対象です。）

　　　申告期間：平成２４年１月４日（水）～１月３１（火）
        申告場所：総務部税務課　資産税係

           ※申告書は 12 月中に送付しています。届いていない方は、郵送しますのでご連絡ください。

お問い合わせ：総務部税務課　資産税係  ☎ 945-4729

資産の種類 主な償却資産の例示

構築物

構築物 路面舗装、庭園、門、塀、看板、緑化施設、その他土地に定着する土木設備など

建物附属設備 据付式冷房設備、受変電設備、借用建物に造作した設備など

機械及び装置
錠盤等の工作機械、コンプレッサー等の産業機械、クレーン等の建設機械、コンベアの運搬
装置など

船  舶 ボート、漁船、釣船、遊覧船、モーターボートなど

航空機 飛行機、ヘリコプター、グライダーなど

車両及び運搬具
フォークリフト、パワーショベル、ブルドーザーなどの大型特殊自動車（車両番号が 0 又は
9で始まるもの）、動力運搬車など（自動車税・軽自動車税の課税対象となるものを除く）

工具、器具及び備品
パソコン、陳列ケース、応接セット、事務用機器、測定・検査工具、金型、医療機器、美容・
理容機器、自動販売機など

　保険料の納付は「口座振替（口座引き落とし）」が “便利”でお得です。さらに国民年金保険料の納付には、
保険料額が割引される「前納制度」があります。
　下の表は、通常払（保険料月の翌月末の支払になります）と前納制度を利用したとき（保険料月の当
月末払・6ケ月前納・1年前納があります）の保険料額の比較です。
　口座振替で前納制度を利用されると最もお得になります。（保険料額は平成 23年度の額です）

国民年金保険料は前納がお得です。 国民年金保険料は前納がお得です。 国民年金保険料は前納がお得です。 

※前納のお申込期限
　１年前納及び上期６ヶ月（４月分～９月分）の前納申込期限は２月末日まで！！
　詳しくは下記までお問い合わせください。

【浦添年金事務所　877－0511　福祉部福祉課年金係　945-5311】

平成 23年度
1ヶ月分 6ヶ月分 1年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額
毎月納付（納付書による現金納
付及び翌月末振替の口座振替） 15,020 円 − 90,120 円 − 18,240 円 −

毎月振替・【早割】
（当月末振替の口座振替） 14,970 円 50円 89,820 円 300 円 179,640 円 600 円

6ヶ月前納（現金納付） − − 89,390 円 730 円 178,780 円 1,460 円

6ヶ月前納（口座振替） − − 89,100 円 1,020 円 178,200 円 2,040 円

1年前納（現金納付） − − − − 177,040 円 3,200 円

1年前納（口座振替） − − − − 176,460 円 3,780 円

毎
月
お
得

最
も
お
得

平成 23 年度　国民健康保険料　納入額早見表（現金納付・口座振替比較）　

※一部納付（一部免除）されている方の口座振替は「毎月納付（翌月末振替）」のみのご利用となります。
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テ
ム
科
（
1
年
）、
製
図
科
（
身
体
障

が
い
者
対
象
）（
1
年
）、
O
A
事
務
科

（
6
ヶ
月
）、
販
売
実
務
科
（
知
的
障
が

い
者
対
象
）（
6
ヶ
月
）

【
募
集
期
間
】
普
通
課
程:

平
成
24
年
1

月
16
日
～
31
日
／
短
期
過
程:

平
成
24

年
2
月
1
日
～
15
日

【
授
業
料
】
無
料

【
問
合
せ
】
具
志
川
職
業
能
力
開
発
校

☎
9
7
3

・

6
6
8
0

【
試
験
日
】
平
成
24
年
2
月
26
日

【
試
験
の
種
類
】
甲
種
、
乙
種
（
第
1

～
6
類
）、
丙
種

【
願
書
受
付
期
間
】
平
成
24
年
1
月
13

日
～
20
日

【
願
書
配
布
先
】
各
消
防
本
部　

※
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
沖
縄
県
支
部

☎
9
4
1

・

5
2
0
1
（h

ttp
://

w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp

）

道
路
沿
い
に
植
栽
を
行
っ
て
い
る
団
体

【
日
時
】
平
成
24
年
1
月
4
日
（
水
）

午
後
3
時
～
午
後
4
時
30
分
（
企
業
、

関
係
者
）/

午
後
6
時
～
午
後
7
時
30

分
（
町
民
、
各
種
団
体
）

【
場
所
】
エ
リ
ス
リ
ー
ナ
西
原
ヒ
ル
ズ

ガ
ー
デ
ン

【
会
費
】
2
千
円

【
共
催
団
体
】
西
原
町
・
町
商
工
会
・

町
行
政
区
自
治
会
長
会
・
町
社
会
福

祉
協
議
会

【
問
合
せ
】
総
務
部
総
務
課

☎
9
4
5

・

5
0
1
1

（
内
線
1
1
1
）

平
成
23
年
10
月
よ
り
子
ど
も
手
当
制

度
が
新
し
く
な
っ
た
こ
と
で
、
９
月

分
（
10
月
振
込
み
）
ま
で
子
ど
も
手
当

を
受
け
と
っ
て
い
た
方
も
含
め
、
全

て
の
方
に
子
ど
も
手
当
の
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
申
請
猶
予
期
間
は
、

平
成
24
年
3
月
末
ま
で
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
が
ま
だ
の
方
は
、
早
め
に
窓

口
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
必
要
書
類
】・
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ

不
可
）・
受
給
者
の
健
康
保
険
証
（
写

し
可
）・
受
給
者
名
義
の
普
通
預
金
通

帳※
左
記
に
該
当
す
る
場
合
は
別
途
書

「
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
巡
回
相
談
1
月
13
日
（
金
）
　

町
役
場
で
開
催
〈
問
い
合
わ
せ
：
建
設
部
産
業
課 

☎
9
4
5
・
4
5
4
0
〉

事 務 所 移 転 し ま し た !
借金問題、相続、遺言、後見人等お気軽にご相談ください。（予約制）
（借金問題は初回相談無料です。）

与那原町字東浜 23番地 2　℡ 882－8177　　 0120－36－7930　営業時間 平日AM9：00～PM6：00　フリー
ダイヤル

代表司法書士　喜 屋 武　  力

完全個室の相談ブース完備。
秘密厳守でゆったりとした

相談ができます! きゃん事務所

類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
町
外
に
養
育
し
て
い
る
18
歳
以
下
の

児
童
が
い
る
場
合⇒

別
居
し
て
い
る
児

童
の
「
住
民
票
謄
本
（
本
籍
・
続
柄
記

載
の
も
の
）」

・
配
偶
者
が
公
務
員
の
場
合⇒

勤
務
先

で
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
旨

の
証
明

・
外
国
人
の
方⇒

外
国
人
登
録
証

○
10
月
以
降
に
転
入
、転
出
を
し
た
方

や
、10
月
以
降
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た

方
は
、15
日
以
内
に
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
。窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
手
当
の
手
続
き
が
済
ん
だ
方

は
、
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
手
続

き
が
済
ん
だ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
た
と
え
本
人
や

ご
家
族
の
方
で
あ
っ
て
も
電
話
で
お
答

え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】
福
祉
部
福
祉
課
子
育
て
支

援
係

☎
9
4
5

・

5
3
1
1

西
原
町
の
公
共
工
事
及
び
委
託
業
務
等

の
入
札
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札

参
加
資
格
審
査
を
受
け
、
名
簿
に
登
録

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
次
の
と
お

り
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
申
請

書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
平
成
24
年
2
月
1
日
～

14
日
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）
9:

00

～
12:

00
、
13:

00
～
17:

00

【
受
付
場
所
・
要
領
配
布
先
】
建
設
部

土
木
課
窓
口

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
出
要
領
が
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
期
間
の
後
半
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
建
設
部
土
木
課

☎
9
4
5

・

4
4
1
5

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
で
、
申
請
に
基
づ
き

作
成
さ
れ
ま
す
。
名
簿
か
ら
登
載
も
れ

に
な
る
と
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
該
当
す
る
方
は
、
１
月
10
日

（
火
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】
平
成
24
年
1
月
10
日

【
申
請
場
所
】町
農
業
委
員
会
事
務
局

【
登
録
要
件
】平
成
4
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
、平
成
24
年
1
月
1
日
現
在
、

西
原
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

◎
10
ア
ー
ル
（
約
3
0
3
坪
）
以
上

の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方
。

◎
前
記
要
件
の
耕
作
者
と
同
居
す
る
親

族
・
配
偶
者
で
年
間
概
ね
60
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
方
。

◎
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
又
は

株
主
で
年
間
概
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
方
。
※
ヤ
ミ
小
作
は
、
耕

作
面
積
に
入
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
9
4
5

・

5
2
8
1

町
選
挙
管
理
員
会
事
務
局　

☎
9
4
5

・

5
0
1
1

平
成
24
年　

西
原
町
新
春
の
つ
ど
い

西
原
町
で
は
平
成
23
年
7
月
よ
り
70
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、
高
齢
者
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
報
道
に
あ
る
よ
う
に

全
国
的
に
本
ワ
ク
チ
ン
が
品
薄
の
状
態

と
な
り
、
接
種
の
希
望
に
対
応
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

の
安
定
供
給
が
で
き
る
時
期
の
詳
細
な

情
報
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

接
種
を
希
望
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。
新

し
い
情
報
が
入
り
次
第
、
随
時
広
報
等

で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
が
品
薄
と
な
っ
て
い
る
理
由
】

○
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
岩
手
・
宮
城
・
福
島
県
（
以
下
東

北
３
県
）
で
、
日
本
赤
十
字
社
の
助
成

に
よ
り
70
歳
以
上
の
方
へ
の
高
齢
者
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
無
料
接
種
事
業
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
東
北
３
県
へ
の
供
給

が
優
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

○
全
国
的
に
接
種
を
希
望
す
る
方
が
急

速
に
増
え
た
こ
と
で
、
ワ
ク
チ
ン
が
品

薄
状
態
に
な
っ
た
こ
と
。

【
問
合
せ
】
福
祉
部
健
康
推
進
課

☎
9
4
5

・

4
7
9
1

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
民
年
金
は
、
老
後
の
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
加
入
中
に
事
故
や

病
気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
安

定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
み
ん
な

で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支

え
あ
う
制
度
で
す
。
20
歳
の
誕
生
日
前

日
か
ら
加
入
手
続
き
が
で
き
、
加
入
後
、

年
金
事
務
所
か
ら
『
年
金
手
帳
』
と
『
国

民
年
金
納
付
書
』
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
、
保
険
料

は
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
免
除

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
の
難
し

い
方
は
未
納
の
ま
ま
に
し
な
い
で
、
免

除
申
請
の
手
続
き
を
行
う
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
部
福
祉
課
年
金
係

☎
9
4
5

・

5
3
1
1

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
平
成
24
年
4
月
2
日
採
用
の
保
健

師
、
看
護
師
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
勤
務
地
】
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合（
う
る
ま
市
石
川
石
崎
一
丁
目
1

番
う
る
ま
市
石
川
庁
舎
3
階
）

【
募
集
職
種
】
保
健
師
・
看
護
師 

【
雇
用
形
態
】
嘱
託
員

【
資
格
要
件
】
保
師
又
は
看
護
師
の
免

許
保
持
者

【
仕
事
内
容
】
保
健
事
業
に
関
す
る
業

務
全
般
（
関
係
機
関
・
団
体
と
の
事
務

調
整
、
医
療
費
分
析
等
） 

【
雇
用
期
間
】
1
年
契
約
（
最
長
5
年

ま
で
更
新
可
）

【
応
募
締
切
】
平
成
24
年
2
月
17
日

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
市
販
可
、
写

真
貼
付
）、
保
健
師
・
看
護
師
免
許
証

の
写
し
。（
郵
送
可
）

【
応
募
・
問
合
せ
】
沖
縄
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
（
事
業
課
）

☎
9
6
3

・

8
0
1
3

〈
浦
添
職
業
能
力
開
発
校
〉

【
募
集
対
象･

募
集
期
間
】
高
校
卒
業

者
（
見
込
含
む
）:

平
成
24
年
1
月
16

日
～
31
日
／
求
職
者
（
学
歴
不
問
）
等:

平
成
24
年
2
月
1
日
～
15
日

【
授
業
料･

入
学
金
】
無
料

施
設
見
学
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
募

集
の
詳
細
等
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
浦
添
職
業
能
力
開
発
校

☎
8
7
9

・
2
5
6
0

〈
具
志
川
職
業
能
力
開
発
校
〉

【
募
集
科
名･

訓
練
期
間
】
電
管
施
工

科
（
2
年
）、
自
動
車
整
備
科
（
2
年
）、

建
設
機
械
整
備
科
（
1
年
）、
メ
デ
ィ

ア･

ア
ー
ト
科
（
1
年
）、
情
報
シ
ス

子
ど
も
手
当
の
申
請
は

済
み
ま
し
た
か
?

や
個
人
の
方
を
対
象
に
、
種
苗
等
購
入

費
と
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
募
集
数･

助
成
額
】30
団
体
に
6
万
円
。

個
人
10
名
に
3
万
円

【
応
募
方
法
】
①
応
募
用
紙
（
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
②

植
栽
の
場
所
の
地
図
③
現
状
写
真
6
～

8
枚
（
全
体
が
見
え
る
写
真
・
遠
近
・

作
業
の
様
子
）

【
提
出
期
限
】平
成
24
年
1
月
31
日（
郵
送
可
）

【
発
表
】
平
成
23
年
2
月
中
旬
予
定

【
申
込
先
】〒
9
0
0-

0
0
2
9 

那
覇
市
旭

町
1
1
6
番
地
37
（
自
治
会
館
６
階
）

（
社
）
沖
縄
県
対
米
請
求
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生涯学習課
中央公民館
町民体育館
坂田児童館
西原児童館
西原東児童館

℡.098-945-5036
℡.098-945-3657 
℡.098-945-8095
℡.098-944-6308 
℡.098-945-4393 
℡.098-944-0976

事　　　　業 日　　　　時 備　　　　考

①　お正月遊び ６ 日（ 金 ）   ～　 １ ２ 日（ 木 ）
②　親子体操 １１日（水）10：30  ～  11：30 対象：乳幼児の親子
③　チャレンジ会 ２７日（金）15：30  ～ ＊：＊ 詳しくは児童館まで
④　お正月遊び週間 １ ０ 日（ 火 ）   ～  １ ４ 日（ 土 ）
⑤　おたのしみゲーム大会 ２ １ 日（ 土 ）13：00 ～ 16：00 ポスターを見てね！　詳細は児童館まで
⑥　トランポリン ２ ８ 日（ 土 ）14：00 ～ 15：00 ズボンで来てね。
⑦　お正月遊び ４ 日（ 水 ）14：00 ～ 16：00 すごろく遊びをしよう！
⑧　マミーキッズ 毎 週（ 金 ）10：30 ～ 11：30 対象：乳幼児の親子　ママ友作り大歓迎！
⑨　トランポリン 1 5 ： 3 0 ～ 1 6 ： 3 0 ズボンをはいてきてね。

※下記事業のお問い合せは、①～③は坂田児童館、④～⑥は西原児童館、⑦～⑨は西原東児童館へ。

※
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平成２４年 青少年健全育成青少年健全育成

日時：２月４日（土）１６：００～
場所：西原東中学校　

【区分】　　　　　　
　・善行青少年　　　　
　・青少年育成功労者　
　・スポーツ優良者　　
　・文化活動優良者

第２０回　２０１２おきなわマラソンスタッフ募集！

＝「きっと出会える 人・夢・愛」＝

　この一年頑張った青少年
等の功績を讃え、下記のと
おり、表彰を行います。みな
さまのご来場と激励をお願
いします。

締切は1月31日（火）
町立図書館へGo!
締切は1月31日（火）
町立図書館へGo!

　　　　　　昨年４月からの乳児　
　　　　　　一般健診対象者で、　
　　　　　　絵本の読み聞かせと　
プレゼントを受け取っていない方　
は、親子健康手帳を持参して町立　
図書館へお急ぎください。　　　　　
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January  1月

http://library.town.nishihara.okinawa.jp/
Eメール　library@town.nishihara.okinawa.jp

ニチ

カ

ダイ　　モクヨウビカンナイセイリビ
【10日】成人の日の振替休日

セイジン　 ヒ　　フリカエキュウジツ　
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紙芝居（毎月第１、第３土曜日）

おはなし会（毎月第２、第４日曜日）

上映会（毎月第３日曜日）

日時：１月７日、21日　午前10時30分

場所：おはなしのへや

日時：1月8日、22日　午後3時

場所：おはなしのへや

日時：1月15日　午前11時　場所：2階　集会室

上映作品：「素敵で小さなお話」

　昨年はのべ１５万８４７３人の方々にご利用いただきました。ありがとう
ございました。今年もたくさんのご利用をお待ちしています。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、図

書館からの情報発信ということでTwitter と

ブログを公開しています。図書館のイベントや

ふとしたことを綴っています。

　よろしければ、そちらの方もご覧ください。

アドレスは下記のとおりです。お楽しみくださ

いね。

Twitter：https://twitter.com/#!/nishihara_lib

ブログ：http://ameblo.jp/nishihara-library/

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます

　  
　　　　　　　　　　　　沖縄のわらべ唄・手あそび・民話
日　時：平成２４年１月２２日（日）午後２時～午後４時
場　所：西原町立図書館　２階集会室
対　象：読み聞かせ・昔あそびうたに興味のある方（小学生も可）
講　師：宮城葉子（育成保育カレッジわらべ唄と文化講師）
問合せ：西原町立図書館　℡９４４－４９９６
　　　　※申込不要です。
　　　　　　　　　　親子での参加、大歓迎です！！

西原町新春書初め展西原町新春書初め展
展示期間： 平成 24年 1月 5日（木）～15日　展示場所： エントランスホール
主　　催： 西原町教育委員会・西原町文化協会
問い合わせ： 教育部生涯学習課文化財係　945－5036

　閉館中のご協力ありがとうございました。お

かげさまで無事システムの入替、蔵書点検を終

えることができました。今後も図書館へのご協

力、お力添えをよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　～　お　知　ら　せ　～
　新システムへの移行に伴い、インターネットからの予約をする場合のパスワー
ドが３文字以下の方は使えなくなります。４文字以上１０文字以下で新たに図書
館カウンターにて再設定をお願いします。
　また、新システムへの不慣れなこともあり、カウンター業務で多少ご迷惑をか
けることもあるかもしれませんが、ご協力よろしくお願いします。

〜                         親と子の昔あそびうた〜ワークショップ


